
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
に
北
崎
公
民
館
館
長
に
任
命
さ
れ
て
三
期 

六
年
、
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
無
事
退
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

館
長
に
な
っ
て
一
年
が
終
わ
る
頃
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
の
流
行
で
公
民
館
の
使
用
に
様
々
な
制
約
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

公
民
館
の
利
用
そ
の
も
の
が
で
き
な
い
期
間
も
あ
り
ま
し
て
、
サ
ー
ク 

ル
活
動
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
や
む
な
く
解
散
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
も
あ 

り
大
変
な
出
来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
で
も
コ
ロ
ナ
感
染
に
は 

充
分
な
注
意
を
払
い
、
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

振
り
返
り
思
い
出
せ
ば
館
長
に
な
り
た
て
の
五
月
初
め
に
、
高
齢
者
教
室
「
北
洋
大
学
」
の

受
講
申
込
者
が
四
名
だ
っ
た
の
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
館
長
が
代
わ
れ
ば
こ
ん
な
こ
と

に
な
る
の
か
と
思
い
、
す
ぐ
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
宅
に
走
り
込
み
、
助
け
を
乞
い
ま
し
た
。

更
に
、
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
会
議
の
冒
頭
に
お
邪
魔
し
て
参
加
者
の
推
薦
を
お
願
い

し
、
何
と
か
二
十
名
を
超
え
る
受
講
者
で
ス
タ
ー
ト
が
で
き
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
苦
い
記
憶
が

蘇
り
ま
す
。
九
州
大
学
の
留
学
生
に
参
加
し
て
も
ら
う
交
流
会
は
、
様
々
な
国
か
ら
の
学
生
さ

ん
た
ち
に
日
本
の
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
児
童
た
ち
と
の
交
流
が
楽
し
く
和
や
か
な

事
業
で
し
た
。
校
区
文
化
祭
も
大
き
な
事
業
の
一
つ
で
、
公
民
館
講
堂
で
の
保
育
園
児
さ
ん
か

ら
九
十
歳
の
方
ま
で
多
く
の
作
品
展
示
会
と
、
小
学
校
体
育
館
で
の
演
芸
発
表
会
は
多
く
の
皆

さ
ま
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
は
、
人
権
学
習
会
は
年
間
を
通
じ
て
何
回
も
開
催
し
ま
し
た
。
中
で
も
町
別
人
権
学

習
会
は
福
岡
市
が
人
権
教
育
の
課
題
と
し
て
、
①
同
和
問
題 

②
女
性
問
題 

③
子
ど
も
の
問
題 

④
高
齢
者
問
題 
⑤
障
が
い
者
問
題 

⑥
外
国
人
問
題 

⑦
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
な
ど
の
問
題 

⑧
様
々

な
人
権
問
題 

の
八
項
目
に
つ
い
て
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
考
え
て
も
ら
う

機
会
に
な
れ
ば
と
、
夜
間
に
各
町
内
の
集
会
所
で
開
催
し
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の
先
生
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
が
、
好
評
だ
っ
た
と
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

当
初
は
自
分
に
は
向
い
て
い
な
い
任
務
で
は
な
い
か
と
大
変
不
安
で
し
た
が
、
冒
頭
で
も
述

べ
ま
し
た
よ
う
に
多
く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
と
知
り
合
い
に
な
れ
た
こ
と
は

と
て
も
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

黨 

隆
雄 

公
民
館
長
を
退
任
し
て 

校区衛生連合会 会長 宗 輝昭 

6月 26日(木)校区献血を 9：30より 11：30ま

で JA 福岡市北崎支店の広場にて行いました。献

血にご協力・ご参加いただいた皆さま、ありがと

うございました。今年度の献血協力者数は 22 名

のうち、献血(400ml)にご協力いただいた方 18

名、血色素不足 2名、その他の理由で献血をお願

いできなかった方 2名でした。今年度は昨年度よ

りも少ない数でしたが、せめて 

25名前後の方のご協力が必要 

です。特に若い世代の方のご参 

加・ご協力をお願いできればと 

思います。 

１．北崎地区立ち寄りスポット整備事業について 
 

二見ヶ浦地区は、観光シーズンには来訪者集中による交通混雑や、その周辺地域での消費拡大や良 

好な自然環境の維持が課題となっています。このため、観光と自然環境の調和した持続可能な観光 

振興により地域の振興・活性化を図るため、地域課題の解決やエリアの周遊促進に資する観光拠点 

機能を有する立ち寄りスポットの招致を進めていきます。 

現在、土地の整理は昨年末に終了し、今後は建物の建築や駐車場の整備が行われる予定です。 
 

― 事 業 内 容 ― 
 

○ 駐 車 場 事 業 ⇒ 車の入出庫をスムーズにするために、「車両ナンバー認証カメラ式駐車場」 

が採用される。 

○ B B Q 事 業 ⇒ 施設内に設ける「マルシェ」で購入した地域の新鮮な食材を海を眺めながら 

BBQ で楽しんでいただける。 

○  ⇒ 観光客に近隣事業所や観光スポットをスムーズに回遊してもらうため、施設 

内にレンタサイクル拠点を設ける。 

○ そ の 他 ⇒ 地元の観光情報を発信していく。 
 
２．公共交通不便地等における生活交通確保の取組みについて 
 

福岡市では高齢化の進展などに伴い、買い物や通院など日常生活に欠かすことのできない生活交 

通の確保が重要となっており、令和 7年度に公共交通不便地等における支援を強化し、地域や交通 

事業者と福岡市で共働し、地域の実情に応じた持続可能な生活交通確保に向けた取組み進めていま 

す。北崎校区にも取組みの要請があり、自治協議会として説明会に応募するとともに、今津校区自治 

協議会とも共働していきます。 

自治協議会髙橋吉文会長が昨年末、骨折されて入院されたため、今後の自治 

協議会の運営について同会長と話し合いました(現在はリハビリ中です)。自治 

協議会の規約第 7条 2「副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時はその職務 

を代行する。」に従い、副会長を会長代行として運営していくことに決まりま 

した。なお、会長代行(副会長)1人では町内会長との兼務は無理があるため、顧

問を置くことにいたしました。顧問には自治協議会の将来を見据えて黨 雄仁氏(畑中)にお願いし

ました。以上のことを令和 7年度校区自治協議会 4月定例会において報告提案し、理事全員の承認

を得、4月 19日(土)の令和 6年度通常総会に提案し、可決されました。 

髙橋会長が復帰されるまでの期間、会長のもとでの経験を活かし、頑張ってまいりますので北崎

校区の皆さまのご協力をお願いいたします。 

現在、自治協議会が取組んでいる事業について報告いたします。 

5 月 23 日(金)校区がん検診を北崎公民館にて

行いました。今年は大腸がん 18名・胃がん 5名・

子宮頸がん 14名・子宮がん 11名、全体で 25名

の方が受診されました。北崎校 

区の皆さまも健康のためにも多 

くの方々が受診されますように 

衛生連合会としてお願いいたし 

ます。 
 

検索ワード⇒北崎校区自治協議会 

＊Facebook ＊Instagram 

検索ワード⇒北崎よかとこ隊 

（ 第 ３２号 ） 

発行日：令和 ７年 ８月 １日  発行者：北崎校区自治協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このページの内容は、令和７年４月１９日開催 

「令和６年度北崎校区自治協議会総会、令和６年

度北崎校区自治連合会総会」に上程し承認を得た

ものです。ただし、※１及び※２の資料は紙面の

都合で簡素化しています。 

自 治 連 合 会 自 治 協 議 会 ※1 ※2 
【収  入】 【収　入】

６年度決算 7年度予算 ６年度決算 7年度予算

前年度繰越金 254,169 260,293 前年度繰越金 2,450,062 2,592,861

支援事業補助金 3,050,000 3,050,000 自治会費 1,409,100 1,409,100

自治協議会自主財源 7,855 8,000 諸収入 527,365 514,100

雑収入、利息 642 800 預金利息 357 500

3,312,666 3,319,093 4,386,884 4,516,561

【支　出】 【支　出】

６年度決算 7年度予算 ６年度決算 7年度予算

交通安全費 200,000 200,000 八校区自連協 60,000 60,000

体育振興費 400,000 400,000 西区自連協 40,000 40,000

青少年育成費 220,000 220,000 衛生連合会 0 10,000

男女共同参画推進費 200,000 250,000 西区保護司会 10,000 10,000

ごみ減、ﾘｻｲｸﾙ費 79,650 80,000 西区防犯協会 11,124 15,000

環境費 102,343 120,000 非行防止推進協議会 25,110 27,000

献血推進費 23,000 30,000 少年補導員連絡会会費 0 24,000

健康づくり費 29,099 30,000 小　計 146,234 186,000

防災費 116,600 70,000 北崎を考える会 30,000 30,000

防犯費 80,534 65,000 小　計 30,000 30,000

文化費 222,933 240,000 総会費 0 50,000

敬老費 65,000 150,000 会議費 0 20,000

まちづくり費　 471,579 424,093 研修費 160,000 160,000

小　計 2,210,738 2,279,093 出張旅費 2,000 130,000

事務職経費 359,000 500,000 渉外費 109,624 200,000

印刷費 12,386 20,000 慶弔費 0 30,000

消耗品費 195,249 150,000 監査費 10,000 10,000

備品購入費 0 50,000 雑費 0 10,000

活動費 275,000 320,000 小　計 281,624 610,000

小　計 841,635 1,040,000 役 員 手 当 960,000 1,060,000

3,052,373 3,319,093 予 備 費 376,165 2,630,561

令和7年度への繰越金 260,293 1,794,023 4,516,561

令和7年度への繰越金 2,592,861

合　計

合　計

項    目 項    目

合　計 合　計

項    目 項    目

運
　
営
　
費

事
　
務
　
費

負
　
担
　
金

助
成
金

事
　
　
業
　
　
費

― 皆さまへ － 
 
いつも私たちの活動にご協力いただき、ありがとうございます。 

昨年度に引き続き、今年度も会長を務めさせていただくことにな

りました袈裟丸です。2年目となりますが、分からないこともまだ

まだ多い中、役員・委員の皆さまと、活動を続けていきたいと思い

ます。 

昨年度は、初めての会長職ということもあり、日々の活動を手探

りで進めてまいりました。役員や委員の皆さま、地域の皆さまのご

協力のおかげで、無事一年を終えることができました。この場を借

りて、心よりお礼申し上げます。 

これまで 18年間、北崎公民館と一緒に講座や催しを企画し、地

域とのつながりを大切にした活動を進めてまいりました。今までの

歩みを大切にしつつも、改めて「私たちの会らしさとは何か」を考

える時間を持ちました。そして、これからの活動においては、少し

だけ方向性を見直し、「今の地域に必要なこと」「私たち自身がやり

たいと思えること」を起点に、より主体的に、より柔軟に活動を展

開していくことにいたしました。 

また近頃は、他の校区の皆さまとの交流や情報交換も積極的に行

っています。他校区の取り組みを教えていただく中で多くの学びが

あり、「これをうちでもやってみたいな」と思えるアイデアに出会

うことも増えました。横のつながりを大切にし、交流で得た知見を

私たちの校区の活動に少しずつ取り入れながら、より良い形で地域

に還元できるよう努力しているところです。 

そして何より、私たちの根底には、「誰もが暮らしやすい地域を

つくりたい」という思いがあります。性別や年齢、ライフスタイル

に関係なく、すべての人が尊重され、自分らしく生きられる地域社

会を目指す。それが私たちの目指す「男女共同参画」のかたちです。 

今後は、男女共同参画ならではの視点を活かし、無理のないペー

スで取り組んでいけたらと考えています。地域の皆さまが「集い、

学び、笑顔で楽しむ」交流の場を提供できるよう、目的を持って取

り組んでいきたいと思います。そのためには、皆さまのご協力とご

参加が欠かせません。皆さまにとって身近で親しみやすい会となれ

るよう、役員・委員一同力を合わせて活動してまいります。何かお

気づきのこと、ご意見やご要望などございましたら、どうぞ遠慮な

くお寄せください。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

下記校区各種団体の総会につきましてもすべての議案が承認されたことを報告いたします。 

○社会福祉協議会 ○人権尊重推進協議会 ○男女共同参画をすすめる会 ○スポーツ振興会  ○青少年育成協議会 

○北崎を考える会 ○子ども会育成連合会 ○老人クラブ連合会     ○交通安全推進委員会 

※ 事業計画は変更となる場合があります。 

活 動 内 容

8月 毎日曜日 夏休み深夜パトロール

校区通学路清掃（各町内育成会毎　他3月）

9月 17日 男女共　防災講習

27日 老ク連　グラウンドゴルフ大会(北崎小ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ）

各町内別 敬老会（傘寿祝い品贈呈）

10月 12日 スポ振　校区インディアカ大会（北崎小体育館）

19日 西区スポーツフェスタ2025　

28～29日 街頭補導（おくんち）

各町内別 各町別人権学習会

28～30日 　　　　　　　　展覧会　（北崎公民館）

11月 3日 　　　　　　　　演芸大会（北崎小体育館）

9日 福岡マラソン2025（校区・各町内による応援）

13日 男女共　一日バス研修

未定 育成会　ウォークラリー大会

12月 6日 北崎を考える会 パンジー配布

21日 ふれあい交流もちつき大会

28日 歳末警戒パトロール

R8/1月 1日 柑子岳初日の出登山

2月 未定 男女共 音楽会（公民館との共催）

その他 未定 校区防災訓練・自主防災訓練

未定 考える会 九大との交流会
＊団体名を略称しています。

男女共…男女共同参画をすすめる会 　育成会…子ども会育成連合会 　老ク連…老人クラブ連合会

スポ振…スポーツ振興会　　　　　　 考える会…北崎を考える会

予定日

校区文化祭

校区男女共同参画をすすめる会 会長 袈裟丸 悦子 
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